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一
般
会
計

【
主
な
内
容
】

▼
今
後
、
存
続
に
向
け
て
具

体
的
検
討
、
協
議
を
進
め

て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
熱

郛
郵
便
局
の
移
転
先
と
し

て
、
耐
震
改
修
す
る
白
井

川
青
少
年
会
館
が
候
補
と

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

当
該
会
館
入
局
に
対
応
す

る
た
め
の
建
具
及
び
電
気

設
備
等
の
実
施
設
計
費
と

し
て
財
産
管
理
費
を
増
額

し
た
。

▼
北
海
道
新
幹
線
内
浦
ト
ン

ネ
ル
の
工
事
に
関
連
し
て

町
内
主
要
幹
線
路
で
北
電

柱
が
立
て
替
え
ら
れ
る
こ

と
に
伴
い
、
町
管
理
の
光

ケ
ー
ブ
ル
も
再
設
置
す
る

必
要
が
あ
る
た
め
、
移
設

費
用
と
し
て
地
方
振
興
費

を
増
額
し
た
。

▼
堆
肥
セ
ン
タ
ー
発
酵
棟
の

屋
根
が
経
年
劣
化
に
加
え
、

昨
年
度
の
大
雪
に
よ
り
著

し
く
破
損
し
た
た
め
、
早

急
な
修
繕
が
必
要
と
な
っ

た
こ
と
か
ら
修
繕
費
と
し

て
畜
産
費
を
増
額
し
た
。

な
お
当
初
予
定
し
て
い
た

原
料
棟
の
屋
根
修
繕
工
事

は
後
年
度
に
先
延
ば
し
て

減
額
し
た
。

▼
平
成
３０
年
度
当
初
予
算
の

審
議
意
見
を
踏
ま
え
、
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
の
実
施
や

現
地
確
認
を
行
い
、
従
来

か
ら
の
雪
害
に
よ
る
ト
ラ

ブ
ル
等
を
解
消
す
る
た
め
、

ア
カ
シ
ア
団
地
の
１６
棟
全

て
で
実
施
す
る
改
修
工
事

費
と
し
て
住
宅
管
理
費
を

増
額
し
た
。

　
そ
の
他
事
業
を
合
わ
せ
て

４
２
５
８
万
円
を
増
額
。

　（
全
員
賛
成
で
原
案
可
決
）

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

▼
歌
才
地
区
及
び
中
里
地
区

で
住
宅
の
新
築
が
予
定
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
浄
化

槽
を
設
置
す
る
た
め
の

費
用
の
増
や
、
終
末
処

理
場
維
持
管
理
業
務
委

託
の
見
積
も
り
合
わ
せ

の
減
な
ど
差
引
き
し
て

２
４
５
万
４
千
円
の
増
額
。

　（
全
員
賛
成
で
原
案
可
決
）

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会

計▼
前
年
度
の
市
町
村
事
務
処

理
標
準
シ
ス
テ
ム
導
入
事

業
確
定
に
伴
う
国
へ
の
返

還
金
や
、
４
月
の
人
事
異

動
に
よ
る
職
員
給
与
費

の
減
額
と
差
引
き
し
て
、

６２
万
円
の
減
額
。

　（
全
員
賛
成
で
原
案
可
決
）

国
民
健
康
保
険
診
療
所
事
業

特
別
会
計

▼
４
月
の
人
事
異
動
と
退
職

に
よ
る
職
員
給
与
費
の
減

に
よ
り
、
５
７
５
万
３
千

円
の
減
額
。

　（
全
員
賛
成
で
原
案
可
決
）

熱
郛
郵
便
局
の
白
井
川

青
少
年
会
館
へ
の
入
局
は
い

い
と
思
う
が
、
当
初
に
予
定

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
所
に
入

る
こ
と
で
、
会
館
自
体
の
ス

ペ
ー
ス
が
小
さ
く
な
り
、
住

民
か
ら
の
批
判
な
ど
は
な
い

か
。
　
　
　
　（
田
中
議
員
）

　
現
在
の
建
物
面
積
は
約

５
０
０
平
米
で
す
。
そ
の
な

か
で
入
局
が
予
定
さ
れ
て
い

る
場
所
は
向
か
っ
て
右
側
の

エ
リ
ア
と
な
り
、
他
に
は
玄

関
、
ホ
ー
ル
、
集
会
が
で
き

る
大
き
な
ホ
ー
ル
、
左
手
に

は
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
地
域

の
各
団
体
が
使
用
で
き
る
エ

リ
ア
と
す
る
予
定
で
す
。
昨

年
の
６
月
以
降
は
団
体
と
建

物
や
ト
イ
レ
の
使
い
勝
手
等

の
改
修
の
要
望
も
含
め
た
大

枠
の
改
修
案
に
つ
い
て
話
を

し
て
い
ま
す
。
今
回
の
耐
震

改
修
に
当
っ
て
は
、
壁
や
柱

を
少
し
補
強
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
な
ど
が
考
え
ら

れ
ま
す
の
で
、
耐
震
設
計
や

郵
便
局
と
の
話
の
進
み
具
合

も
含
め
て
、
今
年
い
っ
ぱ
い

を
か
け
て
各
団
体
と
協
議
を

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

な
お
、
現
在
の
郵
便
局
の
入

局
に
つ
い
て
は
、
今
ご
使
用

さ
れ
て
い
る
地
域
の
方
に
も

あ
る
程
度
ご
理
解
を
い
た
だ

い
た
中
で
話
を
進
め
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
る
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

堆
肥
セ
ン
タ
ー
が
作
ら

れ
て
１０
年
以
上
経
過
し
、
毎

年
屋
根
の
修
繕
に
経
費
が
か

か
っ
て
き
て
い
る
。
今
後
も

修
繕
費
が
か
か
る
と
思
う
が
、

こ
れ
か
ら
の
見
通
し
を
伺
い

た
い
。
　
　
　（
蛯
沢
議
員
）

　
堆
肥
セ
ン
タ
ー
発
酵
棟
の

修
繕
経
過
つ
い
て
は
、
今

回
の
補
正
も
含
め
た
平

成
２２
年
か
ら
の
合
計
で
延

べ
面
積
は
約
４
３
０
０
平

熱
郛
郵
便
局
の
白
井
川
青

少
年
会
館
へ
の
入
局
に
つ

い
て

堆
肥
セ
ン
タ
ー
の
修
繕
に

つ
い
て

問

問

補 正 予 算

質疑質疑質疑
応答応答応答

答
佐
藤
産
業
課
長

補 

正 

予 

算

平成３０年第２回

１１日～１５日

月６ 定例議会
アカシア団地の雪害対策改修費など
一般会計４，２５８万円を増額

アカシア団地の雪害対策改修費なアカシア団地の雪害対策改修費などアカシア団地の雪害対策改修費など
増を万円，５８計４般会計４，２５８万円を２５８万８４計４２５８万円を会般会会会計４２５８万円一般会計４，２５８万円を増額

　
去
る
６
月
１１
日
、
平
成
３０
年
第
２
回
定
例
会
が
開
か
れ

た
。

　
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
町
長
か
ら
の
提
出
議
案
２０
の

案
件
を
可
決
。
ま
た
、
議
員
３
人
に
よ
る
一
般
質
問
が
行

わ
れ
閉
会
し
た
。

答
新
川
総
務
課
長
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米
と
な
っ
て
い
ま
す
。
金

額
に
つ
い
て
は
、
平
成
２２

年
か
ら
平
成
２９
年
度
ま
で

合
計
で
約
１
億
３
０
０
万

円
、
さ
ら
に
今
回
補
正
分
の

２
２
７
０
万
円
を
合
計
す
る

と
約
１
億
２
６
０
０
万
円
か

か
っ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
こ
れ
か
ら
の
見
通
し
に

つ
い
て
は
今
ま
で
の
よ
う
な

補
修
を
少
な
く
す
る
た
め
、

今
回
の
補
正
で
ぬ
き
と
ぬ
き

の
間
に
若
干
で
す
が
新
た
な

木
の
ぬ
き
を
足
し
て
補
修
す

る
よ
う
積
算
し
て
い
ま
す
の

で
、
今
ま
で
よ
り
は
直
接
屋

根
の
材
質
に
か
か
る
雪
の
重

さ
も
多
少
は
軽
減
さ
れ
る
と

思
い
ま
す
。
ま
た
、
構
造
上

の
問
題
も
あ
る
か
と
思
い
ま

す
け
れ
ど
も
、
違
う
素
材
で

同
じ
よ
う
な
軽
い
素
材
も
視

野
に
入
れ
て
検
討
も
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
っ
て
い
ま
す
が
、
今
回
の

補
修
は
従
来
ど
お
り
の
ポ
リ

カ
ー
ボ
ネ
ー
ド
の
素
材
で
新

た
な
補
強
を
し
な
が
ら
、
破

損
箇
所
が
少
な
く
な
る
よ
う

に
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

放
課
後
児
童
支
援
員
の
資
格

要
件
を
拡
大

▼
関
連
法
令
の
一
部
改
正
に

よ
り
放
課
後
児
童
支
援
員

の
資
格
要
件
が
拡
大
さ
れ

た
こ
と
に
伴
い
、
黒
松
内

町
放
課
後
児
童
健
全
育
成

事
業
の
設
備
及
び
運
営
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る
条

例
の
一
部
を
改
正
し
た
。

５
年
以
上
放
課
後
児
童
健

全
育
成
事
業
に
従
事
し
た

者
で
町
長
が
適
当
と
認
め

た
者
が
資
格
要
件
と
し
て

拡
大
さ
れ
た
。

　（
全
員
賛
成
で
原
案
可
決
）

国
民
健
康
保
険
税
の
税
率
改
正

▼
国
民
健
康
保
険
の
財
政
運

営
の
責
任
主
体
を
市
町
村

か
ら
都
道
府
県
へ
移
行
す

る
こ
と
や
、
国
民
健
康
保

険
税
の
税
率
改
正
に
あ
た

り
黒
松
内
町
国
民
健
康
保

険
税
条
例
の
一
部
を
改
正

し
た
。
ほ
と
ん
ど
の
世
帯

で
税
額
が
減
少
す
る
内
容

と
な
っ
て
い
る
。

　（
全
員
賛
成
で
原
案
可
決
）

農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
同

意▼
従
来
、
選
挙
制
と
選
任
制

の
併
用
に
よ
り
選
出
さ
れ

て
い
た
農
業
委
員
会
委
員

は
、
平
成
２８
年
４
月
の
法

改
正
に
よ
っ
て
議
会
の
同

意
を
必
要
と
す
る
町
長
の

任
命
制
に
変
更
さ
れ
て
い

る
が
、
こ
の
度
、
旧
制
度

の
委
員
が
任
期
満
了
と
な

る
こ
と
に
伴
い
、
新
制
度

に
よ
る
委
員
の
任
命
同
意

が
今
定
例
会
に
上
程
さ
れ
、

審
議
・
採
決
の
結
果
、
９

名
（
う
ち
新
任
４
名
）
全

て
を
全
員
賛
成
で
同
意
し

た
。

・
佐
藤 

慎
一
氏
（
新
）

　
　（
黒
松
内
在
住
・
６３
歳
）

・
武
田 

吉
正
氏

　
　（
中
里
在
住
・
５９
歳
）

・
小
坂 

錦
一
郎
氏

　
　（
東
川
在
住
・
５８
歳
）

・
今
田 

真
史
氏
（
新
）

　
　（
目
名
在
住
・
５５
歳
）

・
今
田 

祐
治
氏

　
　（
中
ノ
川
在
住
・
５４
歳
）

・
小
野 

徳
孝
氏
（
新
）

　
　（
白
井
川
在
住
・
５３
歳
）

・
千
葉 

英
博
氏

　
　（
大
谷
地
在
住
・
４９
歳
）

・
山
下 

竜
治
氏
（
新
）

　
　（
添
別
在
住
・
４８
歳
）

・
畠
山 

洋
弥
氏

　
　（
南
作
開
在
住
・
４５
歳
）

　
　
　
　
　
　（
同
意
議
決
）

例
月
出
納
検
査
の
結
果
報
告

▼
平
成
３０
年
２
月
分
～
平
成

３０
年
４
月
分
の
出
納
検
査

の
結
果
、
誤
り
は
認
め
ら

れ
な
か
っ
た
旨
報
告
さ
れ

た
。

繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
の

報
告

▼
黒
松
内
温
泉
ぶ
な
の
森
改

修
事
業
及
び
平
成
２９
年
発

生
第
２９
号
町
道
西
熱
郛
白

炭
線
災
害
復
旧
事
業
、
平

成
２９
年
発
生
第
３０
号
町
道

西
の
沢
線
災
害
復
旧
事
業

の
３
件
に
つ
い
て
、
合
計

２
４
５
７
万
２
千
円
が
翌

年
度
に
繰
り
越
さ
れ
た
。

ブ
ナ
北
限
の
里
づ
く
り
寄
附

運
用
状
況
の
報
告

▼
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
に
よ

る
寄
附
金
を
積
み
立
て
た

基
金
残
高
に
つ
い
て
報
告

さ
れ
た
。

ブ
ナ
北
限
の
里
づ
く
り
基
金

　
３
７
３
７
万
８
０
３
９
円

医
療
保
健
福
祉
職
員
養
成
基
金

　
１
６
３
１
万
３
４
２
１
円

㈱
ブ
ナ
の
里
振
興
公
社
の
経

営
状
況
報
告

▼
平
成
２９
年
度
の
各
施
設

の
利
用
状
況
の
ほ
か

５
４
８
万
８
千
円
の
当
期

利
益
が
報
告
さ
れ
た
。
改

善
の
兆
し
が
み
え
な
い
消

費
の
低
迷
に
加
え
、
不
十

分
な
職
員
体
制
な
ど
厳
し

い
経
営
環
境
が
続
い
て
い

る
が
、
マ
ネ
ジ
ャ
ー
等
で

構
成
さ
れ
る
経
営
企
画
会

議
の
継
続
な
ど
、
取
締
役

と
社
員
が
一
丸
と
な
っ
て

安
定
経
営
の
実
現
に
向
け

た
対
策
を
実
施
し
て
い
く

旨
報
告
さ
れ
た
。

町
行
政
報
告

▼
寄
附
採
納
に
つ
い
て

　
５
月
２４
日
に
寿
都
生
コ
ン

株
式
会
社
代
表
取
締
役
社

長
の
蒲
谷
宏
様
か
ら
、
学

校
教
育
活
動
の
一
部
に
充

て
て
い
た
だ
き
た
い
と

５
万
円
の
寄
附
を
い
た
だ

い
た
。
ふ
る
さ
と
振
興
基

金
に
積
立
て
、
適
正
に
管

理
運
用
し
て
い
く
。

▼
行
方
不
明
者
の
捜
索
に
つ

い
て

　
山
菜
採
り
に
よ
る
行
方
不

明
者
は
５
月
２９
日
１
件
、

６
月
４
日
２
件
の
計
３
件

で
、
捜
索
の
結
果
全
員
が

無
事
保
護
さ
れ
た
。

▼
農
作
業
の
進
歩
状
況
に
つ

い
て

　
豆
類
や
サ
イ
レ
ー
ジ
用
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
の
作
付
作
業

が
一
部
残
る
の
み
で
、
ほ

ぼ
例
年
通
り
と
な
っ
て
お

り
、
春
作
業
は
平
年
並
み
、

ま
た
は
若
干
の
遅
れ
は
あ

る
も
の
の
順
調
に
進
め
ら

れ
て
い
る
。

▼
冨
田
議
員
が
瑞
宝
単
光
章

受
章

　
冨
田
議
員
が
長
年
に
わ
た

る
消
防
団
活
動
の
ご
功
績

に
よ
り
、
平
成
３０
年
春
の

叙
勲
に
お
い
て
瑞
宝
単
光

章
の
栄
に
浴
さ
れ
ま
し
た
。

改
正
さ
れ
た
条
例

人 

事 

案 

件

報　
　
　
　
　

告

行 

政 

報 

告

諸 

般 

の 

報 

告



第203号 4

【
工
事
請
負
契
約
】

▽
目
的

　
黒
松
内
温
泉
ぶ
な
の
森
改

修
工
事

▽
契
約
金
額

　
２
億
５
８
１
２
万
円

▽
契
約
の
相
手
方

　
ス
ガ
ワ
ラ
・
進
栄
特
定
建

設
工
事
共
同
企
業
体

　（
全
員
賛
成
で
原
案
可
決
）

【
物
品
購
入
契
約
】

▽
目
的

　
雪
寒
機
械
ロ
ー
タ
リ
除
雪

車
購
入

▽
契
約
金
額

　
４
２
７
１
万
４
千
円

▽
契
約
の
相
手
方

　
ナ
ラ
サ
キ
産
業
株
式
会
社

代
理
人

　
ナ
ラ
サ
キ
産
業
株
式
会
社

北
海
道
支
社

　（
全
員
賛
成
で
原
案
可
決
）

▽
目
的

　
雪
寒
機
械
除
雪
ド
ー
ザ
ー

購
入

▽
契
約
金
額

　
１
７
９
２
万
８
千
円

▽
契
約
の
相
手
方

　
コ
マ
ツ
カ
ス
タ
マ
ー
サ

ポ
ー
ト
株
式
会
社

　
代
理
人

　
コ
マ
ツ
カ
ス
タ
マ
ー
サ

ポ
ー
ト
株
式
会
社
北
海
道

カ
ン
パ
ニ
ー
札
幌
支
店

　（
全
員
賛
成
で
原
案
可
決
）

【
行
政
報
告
】

▽
北
海
道
新
幹
線
内
浦
ト
ン

ネ
ル
東
川
工
区
の
工
事
が

平
成
３０
年
６
月
２１
日
に
入

札
公
告
と
な
っ
た
こ
と
か

ら
、
鉄
道
・
運
輸
機
構
北

海
道
新
幹
線
建
設
局
か
ら

工
事
概
要
及
び
発
生
土
受

け
入
れ
時
の
対
応
に
つ
い

て
説
明
を
受
け
た
。
本
町

の
東
川
工
区
５
０
０
０

メ
ー
ト
ル
の
本
坑
掘
削
は

平
成
３２
年
の
秋
か
ら
に
な

る
が
、
そ
の
前
に
作
業
用

の
斜
坑
の
掘
削
を
行
う
た

め
、
来
春
雪
解
け
か
ら
受

入
地
で
あ
る
旧
豊
幌
町
営

牧
場
で
整
備
が
始
ま
る
旨

説
明
を
受
け
た
。
東
川
工

区
は
、
本
坑
と
斜
坑
を
合

わ
せ
て
お
よ
そ
５７
万
立
方

メ
ー
ト
ル
の
発
生
土
が
見

込
ま
れ
て
お
り
、
施
工
前

の
地
質
調
査
等
で
は
自
然

由
来
の
重
金
属
の
溶
出
量

な
ど
土
壌
汚
染
対
策
法
に

規
定
さ
れ
て
い
る
環
境
基

準
を
超
え
る
事
例
は
な
い

と
報
告
を
受
け
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
近
隣
の

工
区
で
は
基
準
を
超
え
た

事
例
が
あ
る
た
め
、
東
川

工
区
に
お
い
て
も
重
金
属

を
含
む
発
生
土
の
盛
り
土

方
法
を
検
討
す
る
た
め
の

調
査
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、

本
年
１２
月
末
ま
で
に
盛
り

土
方
法
の
詳
細
が
決
ま
る
。

詳
細
が
決
ま
り
次
第
、
発

生
土
受
入
地
の
盛
り
土
設

計
を
含
む
内
浦
ト
ン
ネ
ル

東
川
工
区
の
工
事
全
般
に

つ
い
て
鉄
道
・
運
輸
機
構

主
催
に
よ
る
住
民
説
明
会

を
町
内
で
開
催
す
る
予
定

と
聞
い
て
い
る
。
本
町
に

お
い
て
も
、
黒
松
内
町
環

境
基
本
条
例
に
基
づ
く
環

境
審
議
会
を
９
月
ま
で
に

開
催
し
、
町
民
有
志
の

方
々
の
ご
意
見
も
聞
き
な

が
ら
進
め
た
い
と
考
え
て

い
る
。
発
生
土
受
入
地
に

お
い
て
も
将
来
的
に
地
下

水
の
汚
染
や
土
砂
崩
れ
な

ど
が
起
き
な
い
よ
う
盛
り

土
の
設
計
を
行
う
と
と
も

に
、
隣
接
す
る
朱
太
川
に

汚
濁
水
が
流
出
す
る
こ
と

が
な
い
よ
う
に
、
黒
松
内

町
環
境
基
本
条
例
第
１３
条

の
規
定
に
基
づ
き
、
発
生

土
受
け
入
れ
に
関
す
る
協

定
書
及
び
環
境
保
全
協
定

書
を
来
年
の
４
月
を
目
処

に
本
町
と
鉄
道
・
運
輸
機

構
と
間
で
締
結
す
る
予
定

と
な
っ
て
い
る
。

【
補
正
予
算
】

▽
平
成
３１
年
度
か
ら
中
学
校

の
教
科
と
な
る
道
徳
教
育

に
つ
い
て
、
黒
松
内
中
学

校
が
昨
年
度
に
引
き
続
き

今
年
度
も
北
海
道
道
徳
教

育
推
進
校
の
指
定
を
受
け

ら
れ
る
見
通
し
と
な
っ
た

こ
と
か
ら
、
道
内
で
開
催

さ
れ
る
研
究
会
へ
の
参
加

費
や
研
究
資
料
の
作
成
に

係
る
消
耗
品
に
つ
い
て
教

育
振
興
費
を
２４
万
５
千
円

増
額
。

　（
全
員
賛
成
で
原
案
可
決
）

【
工
事
請
負
契
約
】

　
今
年
度
建
設
す
る
診
療
所

建
設
に
係
る
工
事
に
つ
い
て
、

以
下
の
と
お
り
契
約
し
た
。

　
　
　（
全
員
賛
成
で
可
決
）

診
療
所
建
築
主
体
工
事

▽
契
約
金
額

　
５
億
８
２
１
２
万
円

▽
契
約
の
相
手
方

　
草
別
・
阿
部
・
木
村
特
定

建
設
工
事
共
同
企
業
体

診
療
所
電
気
設
備
工
事

▽
契
約
金
額

　
２
億
２
６
８
０
万
円

▽
契
約
の
相
手
方

　
三
共
電
気
・
黒
松
内
電
工

社
特
定
建
設
工
事
共
同
企

業
体

診
療
所
機
械
設
備
工
事

▽
契
約
金
額

　
３
億
２
４
０
万
円

▽
契
約
の
相
手
方

　
進
栄
・
佐
々
木
配
管
特
定

建
設
工
事
共
同
企
業
体

ブ
ナ
の
森
診
療
所

　
　
　
　
　
　
安
全
祈
願
祭

ケアプラン点検による利用制限、ケアプラン有料化に反対す
る意見書

非婚ひとり親に寡婦控除のみなし適用をする所得税法改正を
求める意見書

選択的夫婦別姓制度を導入する民法改正を求める意見書

所得税法第５６条の廃止を求める意見書

「北海道主要農作物等種子条例」の制定を求める意見書

岩澤史朗
原案可決

（全員賛成）

原案可決
（全員賛成）

賛成２・反対５で
否決

賛成１・反対６で
否決

原案可決
（全員賛成）

国会
内閣

国会
内閣

北海道知事

岩澤史朗

岩澤史朗

岩澤史朗

岩澤史朗

件　　名 発議者 結　果 提出先

町
行
政
報
告

一
般
会
計

意　

見　

書

第
3
回

第
4
回

臨

時

会

５
月
２８
日

６
月
２８
日



第203号5

【
行
政
報
告
】

▽
平
成
３０
年
７
月
豪
雨
に
よ

る
西
予
市
の
被
害
状
況
と

本
町
の
対
応
に
つ
い
て

　
西
日
本
を
襲
っ
た
平
成
３０

年
７
月
豪
雨
に
よ
り
、
本

町
の
姉
妹
市
で
あ
る
愛
媛

県
西
予
市
が
被
災
い
た
し

ま
し
た
。
西
予
市
の
被
害

状
況
は
、
７
月
２３
日
１２

時
時
点
で
、
死
者
が
５

名
、
床
上
浸
水
は
５
８
４

棟
、
床
下
浸
水
は
１
６
９

棟
、
避
難
者
は
１
０
８
名

と
な
っ
て
い
ま
す
。
土
砂

災
害
は
５１
か
所
、
河
川
被

害
は
肱
川
水
系
な
ど
で
６７

か
所
。
上
水
道
は
野
村
町

で
は
２２
日
に
断
水
が
解
消

し
、
宇
和
町
は
一
部
地
域

を
除
い
て
夜
間
の
時
間
断

水
が
続
い
て
い
ま
す
。
仮

設
住
宅
は
９８
戸
の
応
急
仮

設
住
宅
の
建
設
準
備
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
町

と
し
て
は
、
被
災
が
伝
え

ら
れ
た
７
日
午
後
に
西
予

市
災
害
対
策
本
部
へ
物
資

と
人
的
両
面
に
お
け
る
支

援
の
意
向
を
伝
え
る
と
と

も
に
、
水
が
不
足
し
て
い

る
と
の
連
絡
を
受
け
た
こ

と
か
ら
、
１１
日
に
町
内
産

の
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー

４
１
０
箱
を
発
送
い
た
し

ま
し
た
。
こ
れ
に
加
え

て
、
臨
時
会
に
お
い
て
西

予
市
へ
の
見
舞
金
と
し
て

２
０
０
万
円
を
送
る
た
め

の
補
正
予
算
を
提
出
し
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
西
予

市
の
一
日
も
早
い
復
興
を

願
い
、
１７
日
か
ら
町
共
同

募
金
委
員
会
と
町
社
会
福

祉
協
議
会
が
共
同
で
義
援

金
の
募
集
を
始
め
て
お
り

ま
す
。
町
か
ら
の
人
的
支

援
に
つ
い
て
は
、
西
予
市

に
お
け
る
受
け
入
れ
体
制

が
整
っ
て
い
な
い
こ
と

や
、
近
隣
の
自
治
体
か
ら

多
く
の
職
員
派
遣
を
受
け

て
い
る
こ
と
か
ら
、
災
害

時
相
互
応
援
協
定
に
基
づ

き
、
要
請
が
あ
っ
た
場
合

に
対
応
し
て
い
く
こ
と
で

考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

８
月
上
旬
に
は
町
民
を
代

表
し
て
私
と
畑
井
議
長
の

２
人
で
西
予
市
を
訪
問
し
、

被
災
さ
れ
た
方
々
に
直
接

お
見
舞
い
と
励
ま
し
の
言

葉
を
掛
け
ら
れ
る
よ
う
現

在
日
程
を
調
整
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
今

後
も
姉
妹
町
と
し
て
西
予

市
に
対
し
、
で
き
る
限
り

の
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

【
承
　
認
】

一
般
会
計

▽
平
成
３０
年
７
月
豪
雨
に
よ

り
、
甚
大
な
被
害
を
受
け

た
本
町
の
姉
妹
市
で
あ
る

愛
媛
県
西
予
市
に
対
し

て
、
支
援
物
資
と
し
て
飲

料
水
を
購
入
及
び
輸
送
す

る
た
め
の
費
用
と
し
て

７５
万
８
千
円
を
増
額
。

　（
全
員
賛
成
で
原
案
可
決
）

【
補
正
予
算
】

▽
平
成
３０
年
７
月
豪
雨
に
よ

り
甚
大
な
被
害
を
受
け
た

西
予
市
に
対
す
る
見
舞
金

や
、
町
所
有
施
設
に
お
け

る
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
及
び

老
朽
化
し
た
空
調
設
備
の

更
新
を
リ
ー
ス
手
法
に
よ

り
実
施
す
る
た
め
の
調
査

や
Ｃ
Ｏ
２
削
減
効
果
の
算

定
、
設
備
の
改
修
計
画
を

策
定
す
る
た
め
の
低
炭
素

設
備
導
入
調
査
業
務
委
託

料
な
ど
１
６
１
７
万
４
千

円
を
増
額
。

　（
全
員
賛
成
で
原
案
可
決
）

【
工
事
請
負
契
約
】

▽
目
的

　
簡
易
水
道
市
街
地
区
配
水

　
管
布
設
替
工
事

▽
契
約
金
額

　
６
６
０
９
万
６
千
円

▽
契
約
の
相
手
方

　
久
光
・
佐
々
木
特
定
建
設

　
工
事
共
同
企
業
体

　（
全
員
賛
成
で
原
案
可
決
）

臨

時

会

北海道町村議会議員研修会に参加
　７月３日、北海道町村議会議長会が主催する議員研修が札幌コンベンションセンターで開催され、本
町から全議員が参加しました。
　まず、歴史家・作家の加来耕三氏により「明治維新から１５０年、現在そして未来を考える」を題目
として講演が行われました。加来氏は、ペリー来航によって当時の日本人は何を恐れたのか、日本人の
歴史にないアヘン戦争がなぜ明治維新の始まりと言われているのかなどの解説を交えながら、歴史は人
体と同様に生まれ、育ち、壮年期を迎え、衰亡することが普遍の法
則であることから、歴史や現実的結果から学び、活用することが大
切であると説きました。
　次に、日本大学法学部教授の岩井奉信氏による「現代日本政治と
政局のゆくえ」と題した講演では、森友・加計学園問題に端を発す
る公文書管理の在り方、９月に予定されている自民党総裁選と来年
の参議院選挙の展望などをわかりやすい語り口で解説しました。
　両氏の講演に各議員は真剣に耳を傾け、今後の議員活動につなが
る有意義な研修となりました。

町
行
政
報
告

一
般
会
計

専
決
処
分

７
月
２６
日

第
5
回



議員 ７～８

◆ここ数年で、家主の高齢化や

老朽化による家屋の取り壊しな

どで町なかに空き地が目立つ様

になってきたが、このままでは

町も商店街も共に衰退し、地域

活力も低下してしまうため、町

が空き地を適正に管理して利活

用を図るべきではないか。

議員

◆町内のゴミを集積するクリー

ンボックスは、老朽化によって

更新や修繕が必要な時期にきて

いると思うが、景観政策の観点

からも町主導で対応するべきで

はないか。

８～９

議員

◆歌才ブナ林天然記念物指定９

０周年を迎えて、ブナ林やフッ

トパスの新たな活用による本町

の新しい魅力づくりが必要と思

われるが、急増する外国人イン

バウンドに対応し、黒松内の新

たな魅力を創造・発信している

観光協会については、戦略的に

事務所や窓口を設置していく必

要があるのではないか。

◆朱太団地のＥ棟とＦ棟では廊

下や玄関の湿気が相当強いので、

早急に原因を究明し、対策する

べきではないか。

９～１１

一般質問一般質問

第203号 6

姉妹市西予市を見舞い訪問
　８月９日、西日本各地を襲った平成３０年７月豪雨に

より甚大な被害を受けた、姉妹市である愛媛県西予市へ

黒松内町議会を代表して畑井議長と鎌田町長が訪問しま

した。西予市長を訪問し、畑井議長からは酒井議長様

へ、鎌田町長からは管家市長様へそれぞれ復旧・復興に

役立てていただきたいと見舞金を贈呈してまいりまし

た。ご多忙の中、訪問に対応いただきました西予市のお

二人からは、被災当時から現在に至るまでの経過や、現

在の復旧の状況についてお話を伺いました。翌日の１０

日には、肱川水系の氾濫により未曾有の被害を受けまし

た旧野村町を訪ね、被災後の姿を見てまいりました。

　ミルクとシルクの町には、あらがうことのできない自

然の猛威による爪痕が至る所に残されており、かつての

穏やかな町並みを思い返すと胸がしめつけられる思いで

ありました。今後も、黒松内町議会は、姉妹市である西

予市の方々の思いに寄り添い、町と共に早期の復旧・復

興に向けた支援をしてまいりたいと考えております。

大雪森のガーデンと

　　　上野ファーム見学
　７月４日から５日にかけて総務経済常任委員会所管事務調査を実施
し、花をキーワードとした景観形成の参考に上川町の大雪森のガーデ
ンと旭川市永山町の上野ファームの調査を行いました。
　雄大な大雪山系を望む丘陵の森の中に創られた大雪森のガーデン
は、自然の木々やたくさんの草花が「大雪な庭」、「四季のすみか」な
ど５つのテーマに分かれていることで異なる世界観を楽しめる庭園と
なっていました。また、三國シェフがオーナーを務めるガーデンレストラ
ンも併設されるなど、美しい庭園と食がセットで楽しめるガーデンと
なっていました。
　上野ファームは、英国のガーデンを参考に北海道の気候風土に合っ
た草花で彩られた本道を代表するガーデニングの聖地と呼ばれると
ころで、その始まりは農家として自家栽培のお米を直接買いに来るお
客様へのおもてなしとして花を植えたことによるものです。敷地内に
ある牛舎を改造したカフェではおしゃれなガーデニング用品や珍しい
花の種なども販売されていました。当日は、あいにくの雨の中での見
学となりましたが多くの来園者が途絶えることなく訪れ、聖地と呼
ばれるに相応しい人を引きつけるだけの魅力があると感じてきました。
　この度、見学をしたガーデンを含め８つのガーデンを結ぶ「北海道
ガーデン街道」は各ガーデンや観光地などが連携し、ルート化すること
でより魅力が増しているのだと実感しましたので、他町村と連携する
ことの必要性を感じました。
　常任委員会は、今回の所管事務調査を参考にしながら、今後のまち
づくりに生かして検討をしていきます。

常任委員会
事務調査



議員 ７～８

◆ここ数年で、家主の高齢化や

老朽化による家屋の取り壊しな

どで町なかに空き地が目立つ様

になってきたが、このままでは

町も商店街も共に衰退し、地域

活力も低下してしまうため、町

が空き地を適正に管理して利活

用を図るべきではないか。

議員

◆町内のゴミを集積するクリー

ンボックスは、老朽化によって

更新や修繕が必要な時期にきて

いると思うが、景観政策の観点

からも町主導で対応するべきで

はないか。

８～９

議員

◆歌才ブナ林天然記念物指定９

０周年を迎えて、ブナ林やフッ

トパスの新たな活用による本町

の新しい魅力づくりが必要と思

われるが、急増する外国人イン

バウンドに対応し、黒松内の新

たな魅力を創造・発信している

観光協会については、戦略的に

事務所や窓口を設置していく必

要があるのではないか。

◆朱太団地のＥ棟とＦ棟では廊

下や玄関の湿気が相当強いので、

早急に原因を究明し、対策する

べきではないか。

９～１１

一般質問一般質問

第203号7

全
国
的
に
市
街
地
で

の
利
活
用
が
進
ま
ず
、
放
置

さ
れ
て
い
る
空
き
地
が
目

立
っ
て
お
り
、
そ
の
対
策
が

課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
人

口
減
少
や
相
続
の
増
加
な
ど

を
背
景
に
、
個
人
が
所
有
す

る
空
き
地
の
面
積
は
こ
こ
１０

年
で

１.４
倍
と
大
幅
に
増
え
、

そ
の
約
７
割
が
相
続
や
贈
与

で
の
取
得
に
よ
る
も
の
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
土
地
所

有
者
の
利
用
意
欲
の
減
退
に

よ
る
土
地
管
理
放
棄
の
問
題

や
土
地
の
権
利
関
係
の
複
雑

化
、
所
有
者
の
不
在
や
不
明

と
い
っ
た
こ
と
が
主
な
要
因

と
な
っ
て
、
全
国
で
こ
う
し

た
問
題
に
直
面
し
て
い
る
状

況
に
あ
り
ま
す
。

　
本
町
で
も
こ
こ
数
年
で
、

家
主
の
高
齢
化
や
老
朽
化
に

よ
る
家
屋
の
取
り
壊
し
な
ど

に
よ
り
、
町
な
か
に
空
き
地

が
目
立
っ
て
き
て
い
ま
す
。

今
後
も
人
口
減
少
、
高
齢
化

が
加
速
度
的
に
進
行
し
て
い

く
中
で
、
特
に
市
街
地
の
空

き
地
問
題
を
放
置
す
る
こ
と

は
、
町
と
商
店
街
の
衰
退
や

市
街
地
の
空
洞
化
だ
け
で
は

な
く
、
地
域
活
力
の
低
下
に

も
つ
な
が
る
問
題
で
あ
り
、

土
地
の
荒
廃
は
、
本
町
が
加

盟
す
る
「
日
本
で
最
も
美
し

い
村
連
合
」
の
イ
メ
ー
ジ
低

下
や
観
光
と
い
っ
た
面
に
も

多
大
な
影
響
が
あ
る
も
の
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
本
町
に
お
い

て
も
空
き
地
の
適
正
管
理
と

利
活
用
対
策
が
急
務
で
あ
り

ま
す
の
で
、
町
も
空
き
地
や

空
き
家
の
地
権
者
と
積
極
的

に
話
し
合
い
の
機
会
を
持
ち

な
が
ら
、
利
用
さ
れ
て
い
な

い
土
地
の
購
入
や
借
受
け
を

進
め
、
そ
の
土
地
を
町
づ
く

り
の
資
産
と
し
て
活
用
し
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
が
、
町
長
の

考
え
を
伺
い
ま
す
。

　
人
口
減
少
や
高
齢
化
に
よ

る
空
き
地
の
増
加
、
市
街
地

の
空
洞
化
に
つ
き
ま
し
て
は
、

黒
松
内
町
の
み
な
ら
ず
全
国

の
小
規
模
自
治
体
が
と
も
に

同
じ
課
題
を
抱
え
て
い
る
も

の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
高

齢
の
ご
夫
婦
の
み
で
暮
ら
し

て
い
た
住
宅
に
お
い
て
家
主

が
お
亡
く
な
り
に
な
り
介
護

施
設
へ
入
所
す
る
、
ま
た
町

外
に
住
む
家
族
の
家
へ
引
っ

越
す
な
ど
に
よ
り
、
本
町
に

お
い
て
も
空
き
家
が
増
加
し

て
き
て
い
る
こ
と
は
否
定
で

き
な
い
と
こ
ろ
で
す
。

　
リ
フ
ォ
ー
ム
な
ど
で
中

古
住
宅
と
し
て
利
用
で
き

る
家
屋
、
空
き
家
に
つ
い
て

は
、
現
在
し
り
べ
し
空
き
家

バ
ン
ク
や
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
情
報
を
掲
載
し
、
そ
こ
で

新
た
な
買
い
手
が
見
つ
か
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

老
朽
化
し
て
廃
屋
の
様
な
状

態
に
な
っ
た
家
屋
に
つ
い
て

は
、
家
屋
の
所
有
者
自
ら
の

判
断
で
解
体
撤
去
し
、
更

地
に
し
て
地
主
に
返
し
て
も
、

そ
の
後
そ
の
土
地
を
新
た
に

借
り
る
人
や
企
業
等
が
い
な

く
、
そ
の
ま
ま
空
き
地
に

な
っ
て
い
る
よ
う
な
ケ
ー
ス

も
散
見
さ
れ
る
訳
で
あ
り
ま

す
。

　
本
町
に
は
、
空
き
家
や
空

き
地
を
あ
っ
せ
ん
で
き
る
有

資
格
事
業
者
、
い
わ
ゆ
る
不

動
産
業
者
の
よ
う
な
も
の
が

い
な
い
た
め
、
地
主
さ
ん
と

利
用
者
が
直
接
土
地
の
売
買
、

賃
貸
借
の
交
渉
を
行
っ
て
い

る
の
が
現
状
で
す
。
町
と
し

姉妹市西予市を見舞い訪問
　８月９日、西日本各地を襲った平成３０年７月豪雨に

より甚大な被害を受けた、姉妹市である愛媛県西予市へ

黒松内町議会を代表して畑井議長と鎌田町長が訪問しま

した。西予市長を訪問し、畑井議長からは酒井議長様

へ、鎌田町長からは管家市長様へそれぞれ復旧・復興に

役立てていただきたいと見舞金を贈呈してまいりまし

た。ご多忙の中、訪問に対応いただきました西予市のお

二人からは、被災当時から現在に至るまでの経過や、現

在の復旧の状況についてお話を伺いました。翌日の１０

日には、肱川水系の氾濫により未曾有の被害を受けまし

た旧野村町を訪ね、被災後の姿を見てまいりました。

　ミルクとシルクの町には、あらがうことのできない自

然の猛威による爪痕が至る所に残されており、かつての

穏やかな町並みを思い返すと胸がしめつけられる思いで

ありました。今後も、黒松内町議会は、姉妹市である西

予市の方々の思いに寄り添い、町と共に早期の復旧・復

興に向けた支援をしてまいりたいと考えております。

大雪森のガーデンと

　　　上野ファーム見学
　７月４日から５日にかけて総務経済常任委員会所管事務調査を実施
し、花をキーワードとした景観形成の参考に上川町の大雪森のガーデ
ンと旭川市永山町の上野ファームの調査を行いました。
　雄大な大雪山系を望む丘陵の森の中に創られた大雪森のガーデン
は、自然の木々やたくさんの草花が「大雪な庭」、「四季のすみか」な
ど５つのテーマに分かれていることで異なる世界観を楽しめる庭園と
なっていました。また、三國シェフがオーナーを務めるガーデンレストラ
ンも併設されるなど、美しい庭園と食がセットで楽しめるガーデンと
なっていました。
　上野ファームは、英国のガーデンを参考に北海道の気候風土に合っ
た草花で彩られた本道を代表するガーデニングの聖地と呼ばれると
ころで、その始まりは農家として自家栽培のお米を直接買いに来るお
客様へのおもてなしとして花を植えたことによるものです。敷地内に
ある牛舎を改造したカフェではおしゃれなガーデニング用品や珍しい
花の種なども販売されていました。当日は、あいにくの雨の中での見
学となりましたが多くの来園者が途絶えることなく訪れ、聖地と呼
ばれるに相応しい人を引きつけるだけの魅力があると感じてきました。
　この度、見学をしたガーデンを含め８つのガーデンを結ぶ「北海道
ガーデン街道」は各ガーデンや観光地などが連携し、ルート化すること
でより魅力が増しているのだと実感しましたので、他町村と連携する
ことの必要性を感じました。
　常任委員会は、今回の所管事務調査を参考にしながら、今後のまち
づくりに生かして検討をしていきます。

常任委員会
事務調査

質
問

田
中
春
治
議
員

◆
こ
こ
数
年
で
、
家
主
の
高
齢
化
や
老
朽
化
に
よ
る
家
屋
の
取
り
壊
し
な

　
ど
で
町
な
か
に
空
き
地
が
目
立
つ
様
に
な
っ
て
き
た
が
、
こ
の
ま
ま
で

　
は
町
も
商
店
街
も
共
に
衰
退
し
、
地
域
活
力
も
低
下
し
て
し
ま
う
た
め
、

　
町
が
空
き
地
を
適
正
に
管
理
し
て
利
活
用
を
図
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

◇
こ
う
し
た
課
題
を
解
決
す
る
に
は
土
地
や
建
物
の
所
有
者
、
さ
ら
に
は

　
権
利
関
係
な
ど
の
行
政
だ
け
で
は
対
応
し
き
れ
な
い
部
分
も
あ
り
ま
す

　
の
で
、
商
工
会
や
商
店
街
の
皆
様
に
も
ご
協
力
い
た
だ
き
な
が
ら
利
用

　
目
的
を
明
確
に
し
て
、
こ
の
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て

　
お
り
ま
す
。

答
弁
・
鎌
田
町
長



一般質問一般質問

第203号 8

て
は
、
所
有
者
か
ら
の
申
し

出
に
よ
り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
空
き
家
情
報
を
お
知
ら
せ

す
る
空
き
家
バ
ン
ク
事
業
を

実
施
し
て
お
り
ま
す
が
、
今

後
空
き
地
の
情
報
も
あ
わ
せ

て
取
り
扱
う
こ
と
を
検
討
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
し
、
町
内
で
飲
食
店
等

を
開
業
、
起
業
す
る
方
に
対

す
る
商
店
街
に
ぎ
わ
い
条
例

に
よ
る
補
助
金
や
新
築
住
宅
、

中
古
住
宅
の
取
得
に
対
す
る

補
助
制
度
も
引
き
続
き
手
厚

く
支
援
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
人
口
減
少
や
高
齢
化
が
進

む
社
会
情
勢
の
中
で
、
空
き

家
、
空
き
地
対
策
は
本
町
に

お
い
て
も
非
常
に
重
要
な
課

題
で
あ
る
と
認
識
を
し
て
お

り
、
次
期
の
第
４
次
総
合
計

画
の
中
で
も
喫
緊
の
課
題
と

し
て
対
策
を
講
ず
る
予
定
で

お
り
ま
す
。
特
に
町
内
の
中

心
市
街
地
に
あ
る
商
店
街
は
、

後
継
者
不
在
に
よ
り
年
々
小

売
業
、
飲
食
店
等
の
閉
店
が

続
い
て
お
り
ま
す
の
で
、
各

商
店
の
経
営
改
善
、
後
継
者

対
策
な
ど
、
様
々
な
経
営
相

談
を
担
う
商
工
会
事
務
局
と

連
携
を
図
り
な
が
ら
、
新
規

開
業
が
増
え
る
よ
う
に
広
く

情
報
発
信
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
私
と
し
て
も
商
店
街
地
区

の
よ
う
な
利
用
価
値
が
高
い

と
思
わ
れ
る
建
物
が
営
業
を

止
め
て
、
住
宅
や
住
居
と
し

て
だ
け
利
用
し
て
い
る
と
い

う
と
こ
ろ
も
、
ま
た
空
き
地
、

空
き
家
と
な
っ
て
い
る
と
こ

ろ
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
は
本

当
に
残
念
に
思
っ
て
い
ま
す

の
で
、
町
と
し
て
も
様
々
な

部
分
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
た
だ
、

い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
れ
ら

の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に

は
、
そ
の
土
地
や
建
物
の
所

有
者
、
所
有
に
関
す
る
い
ろ

い
ろ
な
権
利
関
係
、
ま
た
そ

れ
に
付
随
し
て
発
生
し
て
く

る
対
価
の
問
題
を
ど
の
様
に

ク
リ
ア
す
る
か
と
い
う
こ
と

が
非
常
に
問
題
に
な
っ
て
く

る
訳
で
あ
り
ま
す
。
そ
う
い

う
中
で
は
、
行
政
だ
け
で
は

で
き
な
い
こ
と
、
あ
る
い
は

行
政
と
し
て
で
き
な
い
こ
と

も
出
て
く
る
訳
で
あ
り
ま
す

の
で
、
土
地
や
建
物
を
所
有

す
る
方
々
に
お
か
れ
ま
し
て

も
、
ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る

理
解
を
い
た
だ
く
と
い
う
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
り
ま
す

し
、
商
工
会
や
商
店
街
協
同

組
合
の
皆
さ
ん
に
は
、
将
来

的
に
魅
力
あ
る
商
店
街
、
市

街
地
づ
く
り
を
進
め
る
た
め

に
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
と

い
っ
た
観
点
か
ら
も
で
き
る

だ
け
自
発
的
、
自
主
的
な
ご

意
見
を
い
た
だ
け
れ
ば
、
町

と
し
て
も
大
変
心
強
い
も
の

に
な
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
現
在
、
町
も
空
き
家
の
再

利
用
や
解
体
し
て
そ
の
後

更
地
に
戻
す
こ
と
に
つ
い

て
、
国
の
制
度
を
活
用
で
き

な
い
か
独
自
に
計
画
を
立
て

て
、
北
海
道
と
事
前
の
協
議

を
進
め
て
い
る
最
中
で
あ
り

ま
す
が
、
私
と
し
て
は
、
こ

う
し
た
中
心
市
街
地
で
の
空

き
家
の
再
利
用
と
い
う
こ
と

で
考
え
れ
ば
、
単
に
住
宅
や

事
務
所
と
い
う
よ
り
は
、
や

は
り
店
舗
で
あ
っ
た
り
、
営

業
す
る
商
店
の
方
が
良
い
の

で
は
な
い
か
と
い
う
思
い
は

あ
り
ま
す
。
た
だ
、
仮
に
町

が
そ
う
し
た
土
地
や
建
物
を

取
得
し
た
と
し
て
も
誰
が
運

営
し
て
い
く
の
か
と
い
う
と

こ
ろ
も
非
常
に
難
し
い
問
題

に
な
っ
て
き
ま
す
の
で
、
商

店
の
営
業
と
い
う
部
分
で
は
、

何
と
い
っ
て
も
商
工
会
や
商

店
街
の
皆
さ
ん
か
ら
の
前
向

で
具
体
的
な
ご
意
見
を
聞
か

せ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
そ

の
中
で
良
い
案
が
あ
れ
ば
、

そ
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め

に
空
き
地
、
空
き
家
を
購
入

す
る
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
で

進
め
ら
れ
れ
ば
と
思
っ
て
い

ま
す
。

我
が
町
は
、
長
年
に

わ
た
っ
て
建
物
や
屋
根
の
色

を
統
一
し
、
樹
木
や
森
林
の

伐
採
を
規
制
し
、
そ
し
て
景

観
に
配
慮
し
た
住
む
人
に
優

し
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し

て
き
ま
し
た
。
そ
う
し
た
中

で
、
本
町
に
は
牛
舎
を
か
た

ど
っ
た
ク
リ
ー
ン
ボ
ッ
ク
ス

が
町
か
ら
の
補
助
を
受
け
て

町
内
会
に
設
置
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
古
い
も
の
で
す
と
設

置
か
ら
２０
年
近
く
経
過
し
て

い
る
と
も
聞
い
て
お
り
ま
す
。

　
本
町
は
平
成
２３
年
に
「
日

本
で
最
も
美
し
い
村
連
合
」

に
加
盟
し
た
訳
で
す
が
、
統

一
し
た
町
並
み
を
形
成
す
る

上
で
こ
の
ク
リ
ー
ン
ボ
ッ
ク

ス
が
果
た
す
役
割
と
い
う
の

は
、
地
味
な
色
合
い
で
統
一

さ
れ
た
町
な
か
に
あ
っ
て
緑

と
赤
と
白
の
３
色
が
使
わ
れ

て
い
て
、
住
民
に
も
、
町
外

の
方
に
も
か
な
り
好
評
で
あ

る
と
聞
い
て
い
ま
す
。
そ
れ

が
段
々
と
経
年
劣
化
で
色
落

ち
し
、
今
で
は
逆
に
景
観
の

足
を
引
っ
張
る
よ
う
な
形
に

な
っ
て
い
る
も
の
も
見
受
け

ら
れ
ま
す
。
設
置
に
は
町
か

ら
多
く
の
補
助
を
受
け
て
い

る
ク
リ
ー
ン
ボ
ッ
ク
ス
も
、

補
修
や
塗
装
の
塗
り
直
し
は

補
助
の
対
象
に
な
っ
て
い
な

い
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
景

観
に
配
慮
し
た
ま
ち
づ
く
り

を
今
後
も
重
点
的
に
進
め
る

の
で
あ
れ
ば
、
町
主
導
で
対

応
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
が

町
長
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

　
本
町
の
ク
リ
ー
ン
ボ
ッ
ク

ス
は
、
平
成
元
年
か
ら
ご
み

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
規
格
統
一

化
に
よ
る
景
観
形
成
と
さ
ら

な
る
ご
み
の
減
量
化
を
図
る

目
的
で
、
現
在
ま
で
に
町
内

１
７
１
ヵ
所
に
設
置
し
て
き

ま
し
た
。
さ
ら
に
平
成
１６
年

に
は
、
ご
み
の
減
量
化
と
再

資
源
化
を
推
進
す
る
た
め
有

価
物
の
集
団
回
収
が
始
ま
り
、

平
成
１９
年
か
ら
は
集
団
回
収

ボ
ッ
ク
ス
と
い
う
有
価
物
専

用
の
回
収
箱
も
設
置
し
現
在

で
は
町
内
１２
箇
所
に
設
置
さ

れ
て
い
ま
す
。
設
置
後
の
ク

リ
ー
ン
ボ
ッ
ク
ス
、
有
価
物

の
集
団
回
収
ボ
ッ
ク
ス
は
、

そ
れ
ぞ
れ
に
年
数
が
経
過
し
、

扉
な
ど
に
破
損
が
目
立
つ
よ

う
に
な
っ
て
き
て
い
る
と
い

う
こ
と
は
、
議
員
ご
指
摘
の

と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

　
町
と
し
て
は
、
ク
リ
ー
ン

ボ
ッ
ク
ス
等
の
補
修
、
維
持

管
理
に
１
地
区
で
最
高
２
万

円
の
交
付
と
な
る
環
境
対
策

費
交
付
金
を
町
内
会
に
助
成

し
て
お
り
ま
す
し
、
有
価
物

答
弁
・
鎌
田
町
長

蛯
沢
儀
弘
議
員

◆
町
内
の
ゴ
ミ
を
集
積
す
る
ク
リ
ー
ン
ボ
ッ
ク
ス
は
、
老
朽
化
に
よ
っ
て

　
更
新
や
修
繕
が
必
要
な
時
期
に
き
て
い
る
と
思
う
が
、
景
観
政
策
の
観

　
点
か
ら
も
町
主
導
で
対
応
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

◇
ク
リ
ー
ン
ボ
ッ
ク
ス
の
更
新
に
は
経
費
の
８
割
以
内
を
助
成
し
て
お
り

　
ま
す
が
、
補
修
や
維
持
管
理
に
つ
い
て
は
、
町
が
各
町
内
会
に
助
成
し

　
て
い
る
環
境
対
策
費
交
付
金
や
有
価
物
回
収
の
奨
励
金
な
ど
を
活
用
し

　
て
町
内
会
単
位
で
対
応
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

質
問
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の
集
団
回
収
に
も
奨
励
金
を

支
給
し
て
お
り
ま
す
の
で
是

非
、
ク
リ
ー
ン
ボ
ッ
ク
ス
の

改
修
、
あ
る
い
は
引
き
取
り

手
の
な
い
ご
み
の
袋
や
回
収

さ
れ
て
い
な
い
ご
み
を
捨
て

る
と
き
の
袋
の
購
入
費
と

い
っ
た
も
の
に
も
、
そ
れ
ら

の
交
付
金
を
充
て
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

修
繕
だ
け
で
は
済
ま
な
い
よ

う
な
状
況
で
あ
っ
た
り
、
更

新
が
必
要
な
場
合
に
は
、
各

町
内
会
で
大
き
な
負
担
に
な

る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
も
平
成
２６
年
度
か
ら
に

な
り
ま
す
が
、
全
て
を
そ
っ

く
り
取
り
か
え
る
更
新
の
場

合
に
は
、
新
規
設
置
と
同
じ

よ
う
に
経
費
の
８
割
以
内
の

金
額
を
助
成
す
る
よ
う
改
正

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
の

際
に
は
、
是
非
担
当
課
ま
で

ご
連
絡
を
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
い
ず
れ
に
し
ま
し
て
も
、

ク
リ
ー
ン
ボ
ッ
ク
ス
は
基
本

的
に
そ
れ
を
利
用
す
る
町
内

会
や
団
体
の
所
有
物
と
し
て

維
持
管
理
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、

修
繕
や
更
新
を
す
る
場
合
に

は
、
そ
れ
ぞ
れ
町
内
会
の
中

で
ど
う
直
す
べ
き
か
と
い
う

こ
と
を
十
分
に
ご
相
談
い
た

だ
い
て
、
対
応
を
お
願
い
し

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

今
年
は
、
歌
才
ブ
ナ

林
天
然
記
念
物
指
定
９０
周
年

と
い
う
こ
と
で
、
こ
れ
に
関

係
し
た
様
々
な
事
業
が
開
催

さ
れ
て
い
く
の
だ
ろ
う
と
思

い
ま
す
が
、
そ
の
こ
と
と
絡

め
な
が
ら
、
黒
松
内
町
の
新

し
い
魅
力
づ
く
り
と
い
う
こ

と
で
お
話
し
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
が
、

昨
日
、
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の

速
報
を
聞
か
せ
て
も
ら
い
ま

し
た
こ
と
も
含
め
て
、
黒
松

内
の
新
し
い
魅
力
づ
く
り
と

い
う
も
の
を
本
格
的
に
模
索

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ

う
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
先
日
、
歌
才
ブ
ナ
林
９０
周

年
の
事
業
と
し
て
キ
ッ
ク
オ

フ
イ
ベ
ン
ト
が
体
育
館
で
開

催
さ
れ
、
鎌
田
町
長
は
、
こ

の
天
然
記
念
物
で
あ
る
ブ
ナ

林
を
こ
れ
か
ら
の
子
ど
も
達

に
い
か
に
残
せ
る
か
と
、
こ

う
問
い
た
だ
し
て
お
り
ま
し

た
が
、
こ
れ
は
大
事
な
視
点

で
あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、「
北
の
ヤ
シ
の
木
」

の
市
民
劇
場
の
上
映
会
も
感

動
的
で
、
小
川
先
生
の
講
演

で
は
ブ
ナ
北
限
の
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て
一
つ
新
し
い
取

り
組
み
の
ヒ
ン
ト
を
い
た
だ

い
た
よ
う
な
気
が
し
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
町
長
と
教
育
長

に
は
、
今
後
ブ
ナ
林
や
フ
ッ

ト
パ
ス
の
活
用
に
つ
い
て
ど

の
様
に
新
し
く
考
え
て
い
る

の
か
伺
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
そ
れ
と
、
近
年
ニ
セ
コ
を

中
心
に
多
く
な
っ
て
い
る
外

国
の
方
々
の
い
わ
ゆ
る
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
の
受
け
入
れ
や
対

応
に
つ
い
て
も
言
葉
の
問
題

だ
け
で
は
な
く
、
色
々
な
こ

と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
こ
れ

に
つ
い
て
は
、
良
い
こ
と
ば

か
り
で
は
な
く
、
不
法
滞
在

や
不
法
就
労
と
い
う
こ
と
も

新
聞
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
本
町
と
し
て
の
対
策
等

も
今
後
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
観
光
協
会
も
手
づ

く
り
の
素
晴
ら
し
い
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
作
成
し
、
新
し
い

ブ
ナ
北
限
の
里
ツ
ー
リ
ズ
ム

ビ
ジ
ョ
ン
と
い
う
非
常
に
良

い
内
容
の
も
の
が
動
き
出
し

て
い
る
よ
う
に
私
も
見
て
い

ま
す
が
、
現
在
、
観
光
協
会

は
、
ぶ
な
の
森
温
泉
の
一
角

に
事
務
所
を
置
い
て
い
ま
す
。

今
後
、
町
内
に
事
務
所
を
移

す
と
か
案
内
窓
口
を
道
の
駅

に
置
く
と
か
も
っ
と
戦
略
的

に
整
備
し
、
観
光
に
力
を
い

れ
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
が

町
長
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

　
本
年
、
歌
才
ブ
ナ
林
が
国

の
天
然
記
念
物
指
定
９０
周
年

を
迎
え
る
記
念
の
年
で
あ
り

ま
す
。
本
町
で
は
ブ
ナ
北
限

の
里
づ
く
り
構
想
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
中
、
昭

和
６３
年
の
６０
周
年
以
降
、
記

念
の
年
に
は
ブ
ナ
フ
ォ
ー
ラ

ム
等
を
開
催
し
、
町
民
に
ブ

ナ
林
の
大
切
さ
、
尊
さ
を
伝

え
る
と
と
も
に
、
道
内
外
に

向
け
て
情
報
発
信
を
図
っ
て

き
た
こ
と
に
よ
り
、
自
然
環

境
の
良
さ
と
保
全
に
努
め
、

環
境
を
大
切
に
す
る
町
と
し

て
評
価
を
い
た
だ
い
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
先
日
、
本
年

の
第
１
弾
と
し
て
５
月
２６
日
、

２７
日
の
２
日
間
、
ブ
ナ
の
森

か
ら
の
贈
り
物
と
題
し
て

キ
ッ
ク
オ
フ
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
、
３０
年
来
共
に
自
然
を

生
か
し
た
ブ
ナ
ウ
ォ
ッ
チ
ン

グ
ツ
ア
ー
や
フ
ッ
ト
パ
ス
な

ど
の
交
流
事
業
と
添
別
ブ
ナ

林
で
の
環
境
調
査
で
関
わ
り

の
深
い
エ
コ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
小
川
氏
と
北
大
研
究
林

長
の
日
浦
氏
を
講
師
に
招
き
、

現
在
ま
で
の
取
り
組
み
と
こ

れ
か
ら
の
活
用
と
い
う
こ
と

で
、
北
限
の
ブ
ナ
林
の
魅
力

や
学
術
的
な
重
要
性
、
将
来

に
残
す
べ
き
保
全
の
必
要
性

を
述
べ
ら
れ
、
ブ
ナ
林
は
、

今
後
も
町
民
の
誇
り
や
ま
ち

づ
く
り
の
分
野
で
の
持
続
的

な
活
用
に
つ
い
て
は
十
分
な

可
能
性
が
あ
る
と
の
ご
意
見

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
教
育
委
員
会
と
し
ま
し
て

は
、
ブ
ナ
セ
ン
タ
ー
を
中
心

に
取
り
組
み
を
し
て
お
り
ま

す
が
、
そ
の
活
用
を
高
め
る

べ
く
、
ガ
イ
ド
技
術
の
向
上

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
育

成
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
今
年
度
よ
り
観
光
協

会
が
フ
ッ
ト
パ
ス
コ
ー
ス
な

ど
を
活
用
し
た
ツ
ア
ー
を

行
っ
て
お
り
、
今
回
の
キ
ッ

ク
オ
フ
イ
ベ
ン
ト
に
お
い
て

も
小
川
氏
か
ら
町
内
に
３
つ

あ
る
ブ
ナ
林
を
結
ん
で
歩
く

フ
ッ
ト
パ
ス
イ
ベ
ン
ト
を
実

施
し
て
は
ど
う
か
と
の
提
案

も
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、

活
用
や
具
体
性
を
含
め
て
今

後
検
討
す
る
と
と
も
に
、
町

民
劇
と
し
て
か
つ
て
公
演
さ

れ
た
「
北
の
ヤ
シ
の
木
」
の

よ
う
に
、
町
民
に
と
り
ま
し

岩
澤
史
朗
議
員

◆
歌
才
ブ
ナ
林
天
然
記
念
物
指
定
９０
周
年
を
迎
え
て
、
ブ
ナ
林
や
フ
ッ
ト

　
パ
ス
の
新
た
な
活
用
に
よ
る
本
町
の
新
し
い
魅
力
づ
く
り
が
必
要
と
思

　
わ
れ
る
が
、
急
増
す
る
外
国
人
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
対
応
し
、
黒
松
内
の

　
新
た
な
魅
力
を
創
造
・
発
信
し
て
い
る
観
光
協
会
に
つ
い
て
は
、
戦
略

　
的
に
事
務
所
や
窓
口
を
設
置
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

◇
自
然
を
守
り
つ
つ
の
活
用
を
大
原
則
と
し
て
、
町
内
３
ヵ
所
の
ブ
ナ
林

　
を
結
ん
だ
フ
ッ
ト
パ
ス
イ
ベ
ン
ト
な
ど
も
開
催
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

　
す
が
、
法
人
格
の
あ
る
観
光
協
会
事
務
所
に
つ
い
て
は
、
観
光
協
会
の

　
事
務
所
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
物
件
な
ど
が
見
つ
か
れ
ば
、
相
談
の
上
で

　
移
転
し
て
い
く
こ
と
は
可
能
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

答
弁
・
内
山
教
育
長

質
問
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て
今
一
度
、
北
限
の
ブ
ナ
林

を
ふ
る
さ
と
の
誇
り
と
し
て

再
認
識
す
る
充
実
し
た
一
年

に
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　
ブ
ナ
林
の
活
用
と
い
う
こ

と
で
ご
質
問
が
あ
り
ま
し
た

が
、
そ
こ
に
は
大
々
的
な
開

発
が
で
き
る
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
し
、
あ
く
ま
で
も
自

然
を
守
り
つ
つ
の
活
用
と
い

う
こ
と
が
大
原
則
だ
ろ
う
と

思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ま
ず

で
き
る
こ
と
と
し
て
は
、
新

た
な
フ
ッ
ト
パ
ス
の
よ
う
な

散
策
コ
ー
ス
を
考
え
た
り
、

今
年
か
ら
３
年
間
で
工
事
が

始
ま
る
林
業
専
用
道
の
東
山

中
里
線
と
い
う
東
山
の
鉄
塔

か
ら
尾
根
伝
い
に
中
里
方
面

に
向
か
う
延
長
３
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
程
の
林
道
な
ど
も
完
成

後
に
は
フ
ッ
ト
パ
ス
コ
ー
ス

と
し
て
活
用
で
き
な
い
だ
ろ

う
か
と
も
思
っ
て
い
ま
す
。

　
歌
才
ブ
ナ
林
は
、
国
有
林
、

天
然
記
念
物
と
い
う
こ
と
で

大
き
な
ハ
ー
ド
ル
は
あ
り
ま

す
が
、
現
在
の
行
っ
て
戻
っ

て
来
る
だ
け
の
散
策
路
で
は

な
く
、
散
策
コ
ー
ス
を
延
長

し
て
途
中
の
町
有
地
も
利
用

し
な
が
ら
歌
才
湿
原
ま
で
行

け
る
よ
う
な
歩
道
を
整
備
す

る
こ
と
な
ど
も
検
討
し
て
い

け
れ
ば
と
考
え
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　
ま
た
、
観
光
協
会
に
つ
い

て
は
、
平
成
２
年
に
商
工
会

を
事
務
局
と
し
て
設
立
さ
れ
、

昨
年
４
月
か
ら
観
光
施
策
全

般
の
強
化
の
た
め
一
般
社
団

法
人
化
さ
れ
ま
し
た
。
法
人

格
を
得
た
こ
と
で
一
般
企
業

な
ど
を
相
手
と
し
た
委
託
や

請
負
の
契
約
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
り
収
益
を
伴
う
事

業
が
実
施
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
の
で
、
様
々
な
活

動
を
幅
広
く
展
開
し
、
黒
松

内
の
新
し
い
魅
力
を
つ
く
り

つ
つ
あ
る
と
認
識
を
し
て
い

ま
す
。
観
光
客
の
受
入
れ
実

績
も
昨
年
度
は
１
０
９
組

５
０
９
名
で
う
ち
外
国
人

の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
は
６５
組

３
８
１
名
と
な
っ
て
お
り
、

今
後
も
町
民
を
巻
き
込
ん
だ

観
光
に
よ
る
地
域
づ
く
り
を

目
指
す
と
と
も
に
、
外
国
人

講
師
を
新
た
に
１
名
採
用
し

ま
し
た
の
で
、
小
学
校
の
英

語
教
育
だ
け
で
な
く
一
般
町

民
向
け
の
英
会
話
教
室
も
開

催
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
一

人
で
も
多
く
の
町
民
に
参
加

い
た
だ
き
、
少
し
で
も
言
葉

が
通
じ
る
よ
う
に
な
る
と
い

う
こ
と
が
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の

方
々
を
受
け
入
れ
る
際
の
お

も
て
な
し
の
一
つ
に
で
も
な

れ
ば
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
最
近
、
町
内
で
も
外

国
人
を
雇
用
す
る
事
業
所
も

出
て
き
て
い
ま
す
。
今
の
と

こ
ろ
議
員
が
心
配
さ
れ
る
よ

う
な
事
案
は
起
こ
っ
て
お
り

ま
せ
ん
が
、
せ
っ
か
く
ご
縁

が
あ
っ
て
我
が
町
に
来
て
い

た
だ
い
た
訳
で
す
か
ら
、
雇

用
主
で
あ
る
事
業
所
と
協
議

し
て
交
流
の
場
な
ど
も
つ

く
っ
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
な
お
、
観
光
協
会
の
事
務

所
の
関
係
に
つ
き
ま
し
て
は
、

温
泉
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
後
も

引
き
続
き
温
泉
の
空
き
ス

ペ
ー
ス
を
利
用
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す

が
、
町
と
し
て
は
今
の
場
所

に
限
っ
て
い
る
訳
で
は
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
観
光
協
会
の

事
務
所
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い

物
件
が
見
つ
か
れ
ば
相
談
さ

せ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
新
し

い
所
に
移
転
し
て
い
っ
て
も

良
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え

て
い
ま
す
の
で
ご
理
解
願
い

ま
す
。

ド
イ
ツ
で
は
保
養

地
の
こ
と
を
ク
ア
オ
ル
ト
と

い
い
ま
す
が
、
日
本
に
も
地

域
の
資
源
を
生
か
し
て
質
の

高
い
健
康
な
保
養
地
を
目
指

し
て
い
る
と
こ
ろ
が
８
ヵ
所

程
あ
り
ま
す
。

　
ま
ち
づ
く
り
ア
ン
ケ
ー
ト

の
結
果
を
見
て
も
半
数
の
町

民
が
本
町
の
特
色
は
「
人
に

や
さ
し
い
保
健
、
福
祉
、
医

療
の
充
実
し
た
健
康
と
福
祉

の
ま
ち
」
と
回
答
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
日
本
一
健
康

な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
に
も
、
例
え
ば
ブ
ナ
の
森

診
療
所
で
健
診
、
診
断
を
受

け
て
処
方
箋
を
書
い
て
も
っ

て
保
険
の
適
用
を
受
け
な
が

ら
、
黒
松
内
の
健
康
で
美
味

し
い
食
事
を
と
っ
て
温
泉
に

ゆ
っ
く
り
入
っ
た
り
、
フ
ッ

ト
パ
ス
コ
ー
ス
を
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
し
た
り
、
ま
た
体
育
館

で
は
体
操
教
室
に
参
加
し
た

り
と
、
数
あ
る
黒
松
内
の
地

域
資
源
を
上
手
く
一
つ
に
ま

と
め
て
利
用
し
な
が
ら
、
健

康
増
進
と
交
流
人
口
の
拡
大

が
図
ら
れ
る
質
の
高
い
滞
在

型
の
黒
松
内
ク
ア
オ
ル
ト
の

実
現
に
向
け
て
取
り
組
む
こ

と
を
提
案
し
ま
す
が
町
長
の

考
え
を
伺
い
ま
す
。

　
ク
ア
オ
ル
ト
の
先
進
地
で

あ
る
山
形
県
上
山
市
の
市
長

さ
ん
と
は
何
度
か
ご
挨
拶
し

た
ご
縁
が
あ
り
ま
す
の
で
、

お
願
い
し
て
勉
強
も
さ
せ
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
お

り
ま
す
が
、
私
も
今
後
の
ま

ち
づ
く
り
に
何
か
目
玉
に
な

る
よ
う
な
も
の
が
黒
松
内
も

必
要
だ
ろ
う
と
い
う
思
い
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
下
地
に
な

る
の
は
、
た
べ
く
ら
の
よ
う

な
若
い
人
達
の
活
動
を
大
切

に
す
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ま
ち
づ
く
り
に
関

し
て
協
力
し
て
く
れ
る
診
療

所
の
存
在
で
あ
っ
た
り
、
英

語
教
育
や
学
校
教
育
の
推
進
、

子
育
て
と
い
っ
た
ま
ち
づ
く

り
の
下
地
と
す
る
も
の
に
つ

い
て
は
、
私
も
大
分
進
め
て

こ
れ
た
か
な
と
い
う
思
い
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
を
ど
う

一
つ
に
ま
と
め
て
町
の
セ
ー

ル
ス
ポ
イ
ン
ト
に
し
て
い
く

か
、
そ
し
て
施
策
に
つ
な
げ

て
い
く
か
が
今
後
の
課
題
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
少

し
時
間
を
い
た
だ
き
な
が
ら

第
４
次
総
合
計
画
等
々
の
中

で
具
現
化
し
、
表
現
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
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朱
太
団
地
の
問
題
に

つ
い
て
は
、
特
別
委
員
会
を

設
置
し
た
中
で
も
町
内
会
の

方
々
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
ご
意

見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
主

に
、
新
し
く
で
き
た
Ｅ
棟
の

ベ
ラ
ン
ダ
が
狭
く
て
洗
濯
物

の
干
し
場
が
な
い
こ
と
や
蛇

口
が
反
対
に
付
け
ら
れ
て
い

た
こ
と
な
ど
様
々
な
不
具
合

を
特
別
委
員
会
と
し
て
も
指

摘
し
改
善
も
さ
れ
て
き
ま
し

た
が
、
そ
の
中
で
も
初
め
に

建
設
さ
れ
た
Ａ
棟
２
階
の
湿

気
や
カ
ビ
が
改
善
さ
れ
た
と

い
う
点
で
は
、
大
き
な
成
果

が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
で
、
当
時
の
特
別
委

員
会
で
も
相
当
議
論
に
な
っ

て
い
た
の
が
、
Ｅ
棟
と
新
し

い
Ｆ
棟
で
地
下
水
が
大
量
に

出
て
い
る
と
い
う
問
題
で
し

た
。
Ｅ
棟
で
は
地
下
ピ
ッ
ト

の
７
割
に
ま
で
水
が
溜
ま
っ

て
い
て
、
地
下
水
を
汲
み
出

す
設
備
も
設
置
し
た
り
し
ま

し
た
が
、
こ
れ
が
あ
と
に
建

て
ら
れ
た
Ｆ
棟
で
も
同
じ
様

な
状
況
に
な
っ
て
い
た
の
で

す
。
こ
れ
も
１
年
く
ら
い
で

少
し
は
お
さ
ま
る
だ
ろ
う
と

経
過
を
観
て
い
ま
し
た
が
、

な
か
な
か
お
さ
ま
ら
な
い
の

で
す
。
そ
し
て
、
こ
の
２
棟

に
つ
い
て
は
、
特
に
冬
場
の

２
月
、
３
月
く
ら
い
か
ら
猛

烈
な
湿
気
で
、
Ｆ
棟
な
ど
は

ま
だ
で
き
た
ば
か
り
な
の
に

階
段
を
上
が
っ
て
い
っ
た
ら

黒
カ
ビ
が
た
く
さ
ん
で
き
て

い
る
と
い
う
状
況
で
す
。

　
換
気
の
方
法
に
つ
い
て
も

Ａ
棟
で
は
カ
ビ
対
策
を
し
て

い
る
も
の
の
、
Ａ
棟
か
ら
Ｄ

棟
ま
で
は
自
然
換
気
だ
け
で

も
こ
の
様
な
カ
ビ
は
で
き
て

い
な
い
の
に
、
Ｅ
棟
と
Ｆ
棟

で
は
電
気
に
よ
る
強
制
換
気

を
付
け
た
に
も
か
か
わ
ら
ず

冬
期
間
カ
ビ
が
大
量
に
発
生

し
て
い
る
と
い
う
状
況
で
、

こ
の
ま
ま
で
は
人
体
へ
の
影

響
も
心
配
さ
れ
ま
す
の
で
、

是
非
原
因
を
特
定
し
、
そ
れ

に
応
じ
た
対
策
を
お
願
い
し

た
い
と
思
い
ま
す
が
、
町
の

対
応
を
お
聞
か
せ
願
い
ま
す
。

　
朱
太
団
地
の
不
具
合
に
つ

い
て
は
、
朱
太
団
地
改
修
等

調
査
特
別
委
員
会
に
よ
る
３

回
の
現
地
調
査
と
委
員
会
の

開
催
を
重
ね
て
そ
の
対
策
を

検
討
し
、
取
り
組
ん
だ
結
果
、

平
成
２８
年
１２
月
で
概
ね
当
時

の
問
題
に
つ
い
て
は
、
解
消

さ
れ
た
と
の
認
識
を
持
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
今
回
の
ご
質
問
は
、
湿
気

に
関
す
る
内
容
が
主
で
あ
る

と
考
え
て
お
り
ま
す
が
、
ま

ず
Ａ
棟
に
つ
い
て
は
、
お

話
し
の
あ
り
ま
し
た
と
お

り
、
当
時
は
２
階
共
用
部
分

に
結
露
と
カ
ビ
の
発
生
が
あ

り
、
あ
と
か
ら
換
気
扇
と
窓

に
換
気
ガ
ラ
リ
を
設
置
し
て

黒
ず
ん
だ
カ
ビ
も
除
去
い
た

し
ま
し
た
。
ま
た
、
同
時
に

Ａ
棟
に
入
居
さ
れ
て
い
る
方

に
も
室
内
の
２４
時
間
換
気
を

連
続
で
作
動
さ
せ
る
こ
と
や

ス
ト
ー
ブ
の
上
に
や
か
ん
な

ど
の
蒸
気
を
発
生
さ
せ
る
よ

う
な
も
の
を
置
か
な
い
こ
と
、

控
え
て
い
た
だ
く
こ
と
で
協

力
を
お
願
い
し
た
結
果
、
現

在
で
は
カ
ビ
な
ど
の
発
生
は
、

ほ
ぼ
見
ら
れ
な
い
よ
う
な
状

況
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ご
指
摘
の
Ｅ
棟
と
Ｆ
棟
の

湿
気
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今

年
の
春
に
担
当
者
が
調
査
し

ま
し
た
と
こ
ろ
２
階
の
共
用

部
分
に
カ
ビ
が
発
生
し
て
い

る
こ
と
を
確
認
し
て
お
り
ま

す
。
た
だ
、
そ
の
際
は
２
階

の
換
気
扇
が
い
ず
れ
も
作
動

し
て
い
な
い
と
い
う
状
況
で

あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、

共
用
部
分
の
通
路
に
は
複
数

の
植
物
の
鉢
植
え
や
漬
物
樽
、

冷
蔵
庫
、
野
菜
、
ゴ
ミ
袋
な

ど
部
屋
に
入
り
切
ら
な
か
っ

た
色
々
な
も
の
が
置
か
れ
て

い
る
と
い
う
状
況
に
も
あ
り

ま
し
た
。
そ
う
し
た
訪
問
時

に
入
居
者
の
方
か
ら
担
当
者

に
カ
ビ
対
策
の
お
願
い
が
あ

り
ま
し
た
の
で
入
居
者
の
方

に
は
、
ま
ず
は
換
気
扇
を
止

め
な
い
よ
う
に
指
導
し
、
建

物
自
体
は
換
気
扇
が
２４
時
間

回
っ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て

内
側
の
湿
気
が
外
に
抜
け
て

い
く
よ
う
に
設
計
さ
れ
て
い

る
と
い
う
こ
と
を
お
話
し
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
先
日
も
担
当
者
が
朱
太
団

地
の
共
用
部
分
の
状
況
を
確

認
し
て
お
り
ま
す
が
、
暖
か

く
な
っ
て
き
た
こ
と
も
あ
っ

て
か
窓
を
開
放
し
て
換
気
さ

れ
て
い
た
り
、
物
が
置
か
れ

て
い
た
廊
下
部
分
も
き
れ
い

に
片
付
け
ら
れ
て
い
て
、
今

回
は
カ
ビ
や
結
露
と
い
っ
た

も
の
は
担
当
者
レ
ベ
ル
で
は

確
認
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う

報
告
を
受
け
て
お
り
ま
す
。

　
私
と
し
て
は
Ｅ
棟
と
Ｆ

棟
の
結
露
や
カ
ビ
の
原
因

は
、
換
気
扇
が
適
切
に
使
わ

れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ

と
、
そ
れ
に
廊
下
に
湿
気
を

発
生
さ
せ
る
様
な
も
の
が
数

多
く
置
か
れ
て
い
た
と
い
う

こ
と
で
、
そ
う
し
た
こ
と
が

二
重
、
三
重
に
重
な
っ
た
こ

と
が
原
因
だ
っ
た
の
だ
ろ
う

と
考
え
て
お
り
ま
し
て
、
こ

の
こ
と
は
区
長
さ
ん
に
も
説

明
し
、
チ
ラ
シ
な
ど
も
配
布

し
て
入
居
者
の
方
に
も
協
力

を
お
願
い
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
地
下
か
ら
の
湧
水

も
融
雪
期
に
多
く
な
る
な
ど

季
節
に
よ
っ
て
も
量
は
異
な

り
ま
す
が
、
既
に
地
下
か
ら

の
湧
水
に
つ
い
て
は
対
策
を

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
れ

が
今
回
の
湿
気
や
カ
ビ
に
直

接
影
響
し
て
い
る
と
い
う
こ

と
は
今
の
と
こ
ろ
判
断
し
て

お
り
ま
せ
ん
が
、
住
宅
の
機

密
性
が
高
く
な
れ
ば
な
る
ほ

ど
建
物
の
内
部
か
ら
湿
気
を

い
か
に
抜
く
か
と
い
う
こ
と

が
一
番
の
問
題
に
な
り
ま
す

の
で
、
し
ば
ら
く
は
共
用
部

分
の
強
制
換
気
を
続
け
な
が

ら
、
そ
し
て
冬
期
間
の
湿
気

や
カ
ビ
の
状
況
、
さ
ら
に
外

気
と
建
物
内
部
と
の
温
度
差

と
い
っ
た
も
の
も
少
し
時
間

を
か
け
て
調
査
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

◆
朱
太
団
地
の
Ｅ
棟
と
Ｆ
棟
で
は
廊
下
や
玄
関
の
湿
気
が
相
当
強
い
の
で
、

　
早
急
に
原
因
を
究
明
し
、
対
策
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

◇
季
節
ご
と
に
湿
度
は
変
化
し
ま
す
の
で
２４
時
間
換
気
を
切
ら
ず
に
湿
気 

　
が
外
に
抜
け
る
状
況
を
つ
く
り
、
そ
の
上
で
湿
度
や
外
気
と
内
部
の
温

　
度
差
な
ど
に
つ
い
て
一
年
間
、
時
間
を
か
け
て
調
査
さ
せ
て
い
た
だ
き

　
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

答
弁
・
鎌
田
町
長

質
問

お
こ
と
わ
り

紙
面
の
都
合
で
質
問

内
容
を
要
約
し
て
掲

載
し
て
お
り
ま
す
の

で
、了
承
願
い
ま
す
。



意見書とは…
　地方公共団体の公益に関する事柄に関して、議会の意思を意見

としてまとめた文書のことで、議員発議により本会議に提案し採決さ

れた意見書は、議長名で国や関係機関等に提出されます。

議 会
豆 知 識

第203号 12

　７日　議会運営委員会

　９日　第６３回札幌黒松内会　　　　　　　　　　（札幌市）

１１日～第２回定例会

１２日　後志町村議会議長会臨時総会　　　　　　　（札幌市）

　　　　北海道町村議会議長会定期総会　　　　　　（札幌市）

２８日　第４回臨時会

　３日　北海道町村議会議員研修会　　　　　　　　（札幌市）

　４日～総務経済常任委員会所管事務調査　（上川町・旭川市）

　５日～日本で最も美しい村フェスティバル　　　　（鶴居村）

１２日　後志町村議会議員パークゴルフ大会　（岩内町・泊村）

１８日　総務経済常任委員会学校訪問

１９日　青少年問題協議会

　　　　安全安心な地域づくり活動関係委員合同会議

　　　　黒松内町防犯推進委員総会

２０日　戦没者追悼式

２６日　第５回臨時会

　　　　総務経済常任委員会

２９日　ビーフ天国まるっと黒松内２０１８

　５日　北海道１５０周年記念式典　　　　　　　　（札幌市）

　６日　国道２２９号余市・岩内・島牧間整備促進期成会総会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（余市町・小樽市）

　７日　北海道新幹線、内浦トンネル（静狩）他　安全祈願

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（長万部町）

　　　　日本ハムファイターズキッズサマーキャンプ開会式

　８日～姉妹市西予市訪問　　　　　　　　　（愛媛県西予市）

１１日　黒松内町成人式

２３日　後志管内町村議会議員研修会　　　　　　　（岩内町）

３０日　緑ヶ丘ハイツ移転改築工事安全祈願祭

　
議
会
広
報
２
０
３
号
を
お
届
け
い
た
し

ま
す
。
内
容
に
つ
い
て
は
、
６
月
に
行
わ

れ
た
平
成
３０
年
第
２
回
定
例
会
の
議
決
内

容
や
一
般
質
問
、
臨
時
会
の
議
決
内
容
、

姉
妹
市
西
予
市
訪
問
等
の
内
容
を
掲
載
し

て
い
ま
す
。

　
こ
の
度
、
記
録
的
な
大
雨
が
西
日
本
を

中
心
に
襲
っ
た
平
成
３０
年
７
月
豪
雨
に
よ

り
被
災
さ
れ
た
皆
様
、
ま
た
姉
妹
市
の
中

で
も
特
に
甚
大
な
被
害
と
な
り
ま
し
た
旧

野
村
町
の
皆
様
に
は
心
よ
り
お
見
舞
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　
先
日
、
鎌
田
町
長
と
畑
井
議
長
が
西
予

市
を
見
舞
い
、
１
日
も
早
い
復
旧
・
復
興

に
向
け
た
支
援
を
約
束
し
て
き
ま
し
た
。

私
た
ち
も
微
力
な
が
ら
、
今
で
き
る
こ
と

を
実
行
に
移
し
、
姉
妹
市
で
あ
る
西
予
市

の
早
期
復
興
を
お
祈
り
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

広
報
編
集
委
員
長
　
　
忠
鉢
　
廣
喜

副
委
員
長
　
　
福
本
　
誠
一

委
　
　
員
　
　
冨
田
　
重
義

〃
　
　
　
田
中
　
春
治

〃
　
　
　
蛯
沢
　
儀
弘

編
集
後
記

6月

7月

8月


